栗橋町社協主催「先生のための福祉教室」プログラム（内部用）

H14.8.2 埼玉県社協 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ振興課 坂本作成

第1日目（８／５）プログラム

	時間
	プログラム名
	指導講師
	プログラム内容

	１０：００

～
	講義
「福祉教育入門」

（６０分）
	埼玉県社協

坂本
	1 福祉教育とは何か

（福祉教育の最新動向や留意点など）

2 福祉教育事例紹介

 （スライド使用）

	１１：００

～
	休憩（１０分）
	
	

	１１：１０

～
	ワークショップ１

「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱは何のためにするもの？」①

（６０分）
	（ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ）

県社協 坂本

（ｱｼｽﾀﾝﾄ）

町社協 菊沢
	· 受講者を小ｸﾞﾙｰﾌﾟに分ける（＠５～６名×４ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

· 教材として身障者の花田えくぼ氏著作「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ拒否宣言」使用

1 関係づくりじゃんけんゲーム

（１０分）→白紙配布

2 拒否宣言朗読ロールプレイ（車椅子使用）（１０分）

3 個人ワーク（１０分）

→ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ拒否宣言、考察ｼｰﾄ配布

4 グループワーク（３０分）

→模造紙、ﾏｼﾞｯｸ等配布

	１２：１０

～
	昼食休憩
	
	

	１３：１０

～
	ワークショップ１

「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱは何のためにするもの？」②

（３５分）
	
	5 全体発表（＠５分×４ｸﾞﾙｰﾌﾟ＝20分）

6 受入れ宣言朗読ロールプレイ（５分）→受入れ宣言配布

7 まとめ（１０分）

	１３：４５

～
	ワークショップ２

「福祉疑似体験の落とし穴」（１２０分）
	（ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ）

県社協 坂本

（ｱｼｽﾀﾝﾄ）

町社協 菊沢
	· 小ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に３種類の疑似体験場面設定を与える（1･2ｸﾞﾙｰﾌﾟは車椅子、3ｸﾞﾙｰﾌﾟは視覚障害（ｱｲﾏｽｸ、白杖、ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾌﾟ）、４ｸﾞﾙｰﾌﾟは高齢者疑似体験）

· ｼﾅﾘｵ作成ｼｰﾄ、気づきｼｰﾄ使用（予め資料に含め印刷）

· 疑似体験失敗事例を考える

1 説明（３種備品の使用説明･実演含む）（１５分）

2 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ（設定場面を基に失敗事例ｼﾅﾘｵと演技を考える）

  （４５分）→ｼﾅﾘｵ作成ｼｰﾄ使用

3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎にﾛｰﾙﾌﾟﾚｲ劇を上演

  （＠５分×４ｸﾞﾙｰﾌﾟ＝約２５分）

   →気づきｼｰﾄ使用

4 ・気づきｼｰﾄに基づいて発表

・ｸﾞﾙｰﾌﾟ設定課題発表（20分）

⑤ まとめ（１５分）

	１５：４５

～

１６：００
	説明

「町内の福祉・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを知ろう」

（１５分）
	町社協 菊沢
	1 町内の福祉・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの状況について

2 町社協ってこんなところ

3 学校の福祉教育のこんな点を応援します、等


